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別記様式（第４条関係） 

会  議  録 

 

会 議 の 名 称     第５回一宮生活圏の拠点づくり検討委員会 

開 催 日 時 平成２９年２月１３日（月）１４時００分～１５時５０分 

開 催 場 所 一宮市民局 ２階 第３・４会議室 

議長（委員長・会長） 

氏 名 
小林 國男 

委 員 

氏 名 

（出席者） 

小林國男、勝部久和、栗山利也、大上正文、梶浦廣人、

稲垣幸祐、杤尾隆治、薄木加代子、宮辻明美、可藤和

成、川戸恵子、田路麻耶、上山まさゑ 

（欠席者） 

なし 

事 務 局 

氏 名 

宍粟市 

企画総務部：中村部長、世良次長 

一宮市民局：椴谷局長、井上副局長、大谷まちづくり推進課副課長 

地域創生課：山本課長、原係長、前田主査、前平主査 

傍 聴 人 数  １名 

会議の公開・非公開の

区 分 
公開・非公開  

（非公開の理由） 

 

決 定 事 項 

（議題及び決定事項） 

１）一宮生活圏の拠点づくり計画の素案について 
２）その他 

 

 

 

 

 

 

会 議 経 過 別紙のとおり 

会 議 資 料 等 別紙のとおり 

議 事 録 の 確 認 

（記名押印） 

（委員長等） 

                      ㊞                            
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（会議の経過） 

発言者 議題・発言内容 

 
 
事務局 
 
 
 
 
 
一同 
 
委員長 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
委員長 
 
 
委員 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
事務局 
 

１．開会 

 

本日の会議では、傍聴の希望があります。付属機関等の会議は自治基本条例

に基づき公開を原則とすることになっていますので、委員の皆様に了承頂くよ

うよろしくお願いいたします。また、これまでに開催した会議録についても宍

粟市のホームページ上で公開しますので、この点も了承の程よろしくお願いし

ます。 

 

異議なし 

 

２．あいさつ 

 ただいまより第５回検討委員会を開催します。 

 

 

３．議事 

１）一宮生活圏の拠点づくり計画の素案について【資料１】 
 資料に基づき説明 

 

 

事務局より説明のあった計画の素案について何か漏れていることがあったら

どなたからでもご指摘ください。 

 

お茶を飲んだり休憩するスペースなどカフェはないのでしょうか。 

 

カフェについては、これまで議論してきたプラスアルファの機能ですが、カ

フェをするには、誰が担うのかを検討する必要があり、その部分は計画素案の

「施設運営の在り方の検討」のところで触れています。 

 

配布資料の挿入写真にある一宮保健福祉センターは、実際はもっと南に位置

しているので訂正してください。また、子どもが遊べる機能として子育て空間

の記載がありますが、公園など屋外で遊べるスペースについても委員会で意見

が出ていたと思いますがどうなったのでしょうか。 

 

まず、カフェなどお茶が飲めるスペースについては、経営する者があっての

話になるので、踏み込んで記載はしていませんが、交流・飲食できるスペース
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委員 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
事務局 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 

を設けるという方向性ではありますので、その形が、自動販売機を設置し共有

スペースで飲食できるようになる場合もあります。また、公園など屋外で遊べ

るスペースについては、どの程度になるかは分かりませんが、センターで用事

を済ませている間に子どもが遊べるスペースなど取り入れる方向で考えたいと

思います。 

 

図書室か図書館かの違いはあるのでしょうか。また、「文化活動」の文言を入

れていただきたいと思います。それから、これからますます高齢化になるので

「高齢者」という文言も高齢者福祉や高齢者支援という言葉で盛り込んでいた

だきたいと思います。 

 

図書館は条例上、市内で一つとなっており、ちくさ図書館は生涯学習センタ

ーに位置づけられた施設で本来図書室ですが、親しみやすく、通称名として図

書館と呼んでいます。今回も通称名で図書館としたいと考えます。 

 

文言については、修正します。 

 

以前、センターいちのみやに喫茶店がありましたが利用が少なく続きません

でした。事業者が入るとお店という雰囲気になるため、例えば地域の人がケー

キを焼いて販売する形でもよいのではないでしょうか。是非稼ぐことができる

スペースを作ってもらいたいと思います。 

生涯学習事務所は、火曜から土曜までで、常時２～４団体利用されています。

市民局の敷地でそれだけのスペースが確保できるのでしょうか。年間の使用を

妨げないようにしてほしいと思います。また、美術作品の常設展示ができるス

ペースを確保してほしいです。宍粟市の本庁舎のロビーのように展示スペース

を作ればよいと思います。 

 

以前は、行政の施設に民間の商業施設が入るのは、規制がありましたが、今

は考え方も変わってきています。宍粟市の本庁舎でも手作りの商品を販売して

います。今回週替わりにするなど非常によい意見を頂きました。団体の使用は、

現在の使用状況に合わせ、使用できなくなったということがないようにしたい

と思います。また、美術作品の展示スペースも宍粟市の本庁舎では展示してお

り、地域の文化力が高まるので同様のスペースを設けていきたいと考えていま

す。 

 

資料の中で、市民協働センターのイメージに自治会や企業が入っていますが

何をするのでしょうか。商工会もいらっしゃいますが、企業が入るなら企業に
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事務局 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 
 
 

も本委員会に入って議論いただいてはどうでしょうか。 

 

市民協働センターは、自治会の方がまちづくりの話し合いをする場、交流拠

点としていただき、また拠点として運営していく上で企業協力が必要だという

思いがあります。今後、指定管理や NPO による運営なども検討が必要となりま

す。 

 

企業と書かれていますが、やはり地域に企業が残ってもらうため、企業を呼

び止める必要があります。実際、一宮のとある企業も光都に移ってしまいまし

た。今ある企業が出ていっている状況の中、議論して頼むべきことを頼まなけ

ればならないのではないでしょうか。 

 

企業誘致は、以前から取り組んでおり効果も出ていますが、市外へ出て行く

企業もあります。働き手がいなくて企業が出て行くということもあります。ま

た、市内には空き家が 1,200 軒ほどあり田舎に住みたい方、都市からの移住な

どを進めていく必要があり、お試し移住や空き家の寄付をしてもらうなど考え

られます。併せて、移住者を受け入れるため地域の理解も必要です。 

 

NHK のローカル放送で商工会が高校２年生を集めて企業説明会を開催してい

ました。高校生の中では、市内企業を知らなかった人も多いです。子ども達が

戻って来たいと思える取組は非常に良いと思います。 

 

市内の企業 PRは、今年で４回目です。地元で育った高校生は、都市への憧れ

がありますが、地元に戻りたい子もいます。企業の地盤固めのためなんとか PR

して来年度以降も開催していきたいと考えています。 

 

市民協働センターを建てることと地域づくりはつながるのでしょうか。果た

して第１、第２のダムを作って人口流出は止まるのでしょうか。先に第３のダ

ムを強化することを考えた方が良いかもしれません。素案の中にあるセンター

の６つの機能は、行政の集約された機能がほとんどです。どうしても箱だけ作

るから誰でも使ってくださいという印象を受けます。全て空間作りという表現

になっています。 

 

公共施設等総合管理計画に基づき、人口が減少する中で、全て同じように建

替えることはできないので、行政機能の集約・複合化を進める必要があります。

市民は行政施設にそれほど行く用事がありません。１つの施設にまとめること

で人が集まりやすくなり交流・賑わいの場が創出できます。ガソリンスタンド
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事務局 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
委員長 
 

も食料品店も人が集まることで成り立ちます。まず、第一段階として、施設と

してどう整備するかを考え、次に第二段階として、どう運営するかを考えます。 

 

メインは市民活動や交流の機能であり、行政がそれに付随していくイメージ

です。③市民活動・交流促進機能については、もっと多くの記述があってもい

いくらいです。夜にセンターいちのみやを見て明かりが点いていると希望が持

てます。施設が国道に移れば、車で通り過ぎる多くの人が明かりを見て、何を

しているのだろうと市民の関心が集まり、新聞を読んだり、コーヒーを飲んだ

り、待ち合わせに使ったりと実際に足を運ぶ行動に繋がるような施設になれば

よいと思います。 

 

センターいちのみやを利用していますが、トイレや暖房が奥にあり高齢者に

は使いにくいです。また、雪が降れば行事をキャンセルすることもあり、国道

側にくることだけでも有難いと思います。 

 

敷地内にバスターミナルはできないでしょうか。国道は交通量も多く、今の

停留所では、横断歩道を渡る必要があります。 

 

大型バスと小型バスの時刻表のすり合わせにより繋ぐことを考えており、大

型バスが乗り入れるのはバス事業者の都合等もありターミナルの整備は難しい

のではないかと思います。 

 

停留所に公衆トイレはなく、市民局のトイレは頼みにくく利用しづらいので、

敷地内に公衆トイレを作ってはどうでしょうか。 

 

神戸市から来た 70 歳前くらいの男性がまほろばの湯に行くためバスを待っ

ている間にトイレがないか聞いてきました。そういう観光客もいるので入りや

すいトイレは必要です。和式より洋式を整備した方がよいと思います。 

 

センターいちのみやで高齢者大学を月に１回開催していますが、参加者が減

っています。車の運転が危ないためです。一度、お金を払うのでバスを回せな

いか聞いてみたが無理でした。講演会もバスで行けるようになれば参加者が増

えるのではないでしょうか。公共交通についても一宮ならではのものを作って

いただきたいと思います。 

 

新見市哲西町の「きらめき広場・哲西」では施設に入ってすぐにトイレが整

備されていました。トイレを作ってもらえばよいと思います。公共交通につい
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事務局 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
事務局 
 
 
 
副委員長 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
委員 

ては、現在も小型バスが敷地内に入ってきています。できればバスターミナル

を作るのがよいでしょう。 

 

公共交通については、見直しのタイミングで検討します。大型バスは神姫バ

スとの関係があり具体を計画に盛り込むのは厳しいです。トイレは、施設の入

口付近にあれば使っていただきやすいと思います。現在の市民局は行政のみの

施設ですが、市民協働センターは市民活動の拠点としての機能がメインであり、

行政部分はスペースが小さくなります。行政以外が 7 割、行政が 3 割くらいの

スペースなら使いやすくなるのではないでしょうか。 

 

設計は行政でされるということだが、レイアウトができた段階で協議できる

のか専門家よりも皆で意見を出し合ったほうが良いものができるのではないで

しょうか。 

 

業者が作った設計書の特定の部分の変更は難しいと思います。できた設計書

に対して、意見を頂くのではなく、基本の段階で色々と意見を頂きたいと思い

ます。 

 

検討委員会の意見は、わずかしか入っていません。会議録も含めもっと意見

を盛り込み、概念でまとめるのではなく、リアルな言葉で、また市民にも分か

りやすく表現してもらいたいと思います。 

 

ご指摘のとおりと思います。今回の計画の内容をどのように示すか検討して

いるところで素案への反映が間に合いませんでした。副委員長が言われたコン

セプトでまとめさせていただき文書でお送りするので確認いただきたいと思い

ます。 

 

岡山県新見市の視察先では、診療所が 24時間対応だったが、今回病院は施設

に入ることはできるのでしょうか。 

 

視察先の診療所は、素晴らしいものでした。以前、本委員会でも北部の医療

の話もありましたが、まず第一に、医師の確保が大きなハードルとしてありま

す。市としては、市役所北庁舎において、夜間診療所を行っています。現時点

では、本委員会とは別のセクションとなりますが、医療について検討を進めて

いますので、ご理解願いたく思います。 

 

一宮保健福祉センターのお母さんから聞いた話ですが、姫路から来られる人
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事務局 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
委員 
 
 
 
事務局 
 
 
 
 
委員 
 
 
事務局 
 
 
委員 
 

は、山崎や波賀にはよく行くが、一宮には行かないらしいです。一宮には観光

できるところが少ないのでアスレチックができるような森を生かした公園があ

ればよいと思います。山崎にあるような公園もよいが、外からも来られる大き

な公園があればいいと思います。 

 

一宮北部の家原遺跡公園では、御形の里づくり事業を始めており、遊具の設

置も予定しています。キャンプなどができる場所については、具体的にはない

ですが、一宮では各地でまちづくりを進められており地元からそういった発想

が出てくればよいなとも思っています。 

姫路から来られる方は、どこを目指してこられるのでしょうか。 

 

山崎なら、千年藤や紅葉を見に、波賀なら東山フォレストステーションやく

るみの里などに来られます。 

 

施設運営を積極的に検討するとありますが、指定管理もできるのか疑問であ

るなか何を検討するのでしょうか。 

 

行政だけなら直営となりますが、カフェをやるなら賃貸となるのか、NPO が

するのかなど、どの方向がよいか今後協議させていただきたく思います。 

 

図書館のことで、センターいちのみやから市民局敷地に移動してきても利用

者が限られてくるのではないでしょうか。また、全国で様々な図書館の取組が

ありますが、企画を図書館自体ができるようにすればよいと思います。 

 

図書館は教育委員会が管轄ですが、図書館はそれぞれで色々な催しを行って

います。他の市町等の例では、自分のお奨めの図書を人に紹介して互いに投票

し合うビブリオバトルなどの取組を行っているところもあります。図書ボラン

ティアなど市民主体の取組もあるので参画していただきたいと思います。 

 

図書館は、たまに読み聞かせをしているのを聞く程度で PRが不足しており、

限られた人しか利用しません。 

 

図書館は用事が無いと行かないですが、本来は素晴らしい場所。オープンに

なる中で、気軽に立ち寄れる施設にして利用が増えればよいと思います。 

 

閲覧スペースや学生用の学習スペースがあるとよいと思います。 
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委員 
 
 
事務局 
 
 
 
 
 
副委員長 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
 

市民協働センターという名称は、一宮だけのものでしょうか。他の市民局も

市民協働という考え方で進めるのでしょうか。 

 

現在、仮称ではありますが、他の市民局や山崎でも防災センターなど同じよ

うに考えています。 

 
４ その他 
   次回の開催日３月１６日（木）午後２時～ 
 

５ 閉会 
拠点というものは、議論するほど意見が広がっていき、考えるのはとても難

しいと思います。行政の縦割りを横断的にしていく話でもあります。計画の素

案は、具体的に分かりやすくしてもらい、もっと泥臭い議論を入れてもよいと

思います。併せて、会議録も送っていただき確認させてください。このような

話は、同じ議論が再燃することがよくあるものです。皆でイメージを共有させ

ていただきたいと思います。 

 

素案については修正させていただき、会議録とともに郵送します。 

 


